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連載 第 4回 

IEC/TC77（第 77 専門委員会）の歴史（その 1） 

徳田 正満 

1． まえがき

IEC（国際電気標準会議）/TC77（第 77 専門委員会：EMC 国際規格の作成）の歴史は、筆者が電気学

会から要請されて作成した資料に記述されている 1)。また、筆者がまとめた EMC 電磁環境ハンドブッ

クの資料編（EMC 規格規制）でも、TC77 の歴史とそれに対する国内の対応状況を紹介している 2)。さ

らに、筆者が委員長を務めた電気学会電気電子機器のノイズイミュニティ調査専門委員会の報告書でも

TC77 の歴史を紹介している 3)。 

本報告では、文献 1）の内容をベースにして、その他の情報を加味しながら、TC77 の歴史とそれに対

する国内の対応状況を紹介する。

2． TC77 のスコープと構成員 

現在（2016 年 1 月）の TC77 におけるスコープは、EMC 分野で規格や技術報告を作成するための標

準化で、特に製品委員会で適用されることが特徴である（水平機能）4)。そのスコープは、EMC に関す

る以下の観点をカバーする。

①全ての周波数におけるイミュニティとその関連事項：基本規格、共通規格

②低周波におけるエミッション（9kHz 以下：例えば、電源高調波、電圧変動）：

基本規格、共通規格、製品群規格

③高周波におけるエミッション（9kHz 超：例えば、電力線搬送）：

CISPR と協調して、CISPR 10 (199)でカバーされていない妨害波

製品に対するイミュニティ規格は含まれない。しかし、製品委員会からの要請があれば、ACEC（電

磁両立性諮問委員会）の指導の下に、TC77 はそのような規格を作成するかもしれない。 

水平安全機能：安全の観点に関する EMC のみ含まれる 

現在の TC77 の構成員は、IEC の加盟国で、P メンバーが 35 か国、また O メンバーが 18 か国である。 

3． TC77 の設立とその後の進展 

電気機器・設備、電力ネットワーク等における電磁両立性を検討するために、1973 年 6 月に設立され、

第 1 回会議が 1974 年 9 月にルーマニアのブカレスト市で開催された。幹事国はドイツであり、初代委

員長はフランスの Autesserre 氏である。TC77 のタイトルは、「系統を含む電気装置間の電磁両立性」で

あり、以下の 5 つの WG（Working Group）が組織された。具体的には、WG1：用語、WG2：システム

と擬似電源回路網インピーダンス、WG3：電源高調波（TV 受信機で発生した電源高調波以外のもの）、

WG4：電圧変動（Voltage fluctuation）、WG5：TV 受信機で発生した電源高調波、である 5)、6)。 

その後、1981 年 3 月に、SC77A（一般低圧配電系統に接続される装置）と SC77B（産業用およびその

他の特殊な配電系統とそれに接続される装置）が TC77 の中に設置された。TC77 親委員会には、WG1：
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用語、WG6：電源周波数以外の EMI（電磁障害：Electromagnetic Interference）および WG8：電源周波数

関連の EMI の 3 つの WG が設置され、電源高調波や電圧変動等は SC77A で検討されることになった。

その当時の TC77 における組織構成を図 1 に示す 7)。 

図 1 1981 年頃の TC77 の組織構成 
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TC77：系統を含む電気装置間の電磁両立性 

Electromagnetic compatibility between electrical 
equipment including networks 

SC77A：一般低圧配電系統に接続される装置 

Equipment for connection to the public 
low-voltage supply system 

SC77B：産業用及びその他の特殊な配電系統と 
それに接続される装置
Industrial and non-public networks and 
equipment connected thereto 

WG1：用語 

WG6：電源周波数以外に関連する EMI 

WG8：電源周波数に関連する EMI 

WG1：電源高調波 

WG2：電圧変動 

WG1：産業用装置及び配電系 

WG2：設備指針及び環境分類 

WG3：イミュニティ試験 
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